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近年、鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）が、鳥から人に感染をすることが報道されています。
現在鳥インフルエンザの発生は、東南アジアの特にインドネシア、ベトナム、中国に多くみら
れます。この鳥インフルエンザの怖いところは、変異して人から人へと感染する新型インフル
エンザとなることです。
インフルエンザにはタミフル、リレンザが有効な薬とされています。
日本においては新型インフルエンザの世界的流行（パンデミック）に備えて各自治体がこれらの
薬を備蓄しています。タミフルが２５００万人分、リレンザが６０万人分となっています。
鳥インフルエンザに対しては、プレパンデミックワクチンとして１０００万人分が備蓄されてい
ます。新型インフルエンザに対しては、ワクチンが未だありません。　　　　　　　
いずれにしても事前の対策が必要となってきます。
鳥インフルエンザが近くで発生したら、
外出をさける。外出後の手洗いやうがい。マスクの着用。解熱剤、消毒剤の備蓄。
免疫力を高める。日用品の備蓄（２０日分、特に食品）を心がけてください。
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２００９年3月１日発行




















